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●
今
和
２
年
度
重
点
事
業
と
し
て
今
和

６
年
ま
で
の
継
続
事
業
が
始
ま
り
ま
し

た
。
今
和
３
年
度
に
お
い
て
も
、
市
政
運

営
方
針
で
地
域
経
済
の
回
復
成
長
に
向

け
た
取
組
を
し
て
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
や

人
口
交
流
の
拡
大
に
つ
な
げ
る
と
し
て

お
り
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
年
目
を

会
に
於
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

東
北
６
県
に
お
い
て
、
４
月
か
ら
デ
ス

ト
ネ
イ
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
厳
し
い
状
況
だ
っ

た
と
は
思
い
ま
す
が
、
こ
の

一
年
、
こ
れ
を

チ
ャ
ン
ス
に
変
え
て
、
持
続
可
能
な
プ
ロ

ジ
エ
ク
ト
事
業
と
し
て
い
く
た
め
に
も
、

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
私
は
強
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。
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●
今
和
２
年
度
か
ら
今
和
６
年
度

ま
で
の
５
か
年
を
事
業
期
間
と
し

ま
し
て
、
本
市
山
岳
観
光
の
拠
点
の

西
吾
妻
山
。
天
元
台
公
園
ｏ白
布
温

泉
を

一
体
の
エ
リ
ア
と
捉
え
、
関
係

機
関
が

一
体
と
な
り
、
ハ
ー
ド
と
ソ

て
い
く
こ
と
で
魅
力
あ
ふ
れ
る
エ
リ

ア
に
再
生
し
、
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻

す
こ
と
で
地
域
経
済
を
活
性
化
さ

せ
、
事
業
終
了
後
も
継
続
的
に
発

展
的
に
自
走
で
き
る
よ
う
な
体
制

を
構
築
す
る
も
の
で
す
。

●
初
年
度
で
あ
り
ま
す
今
和
２
年

関
係
団
体
及
び
市
で
構
成
す
る
事

業
共
同
体
と
し
て
「
天
元
台
×
リ
ボ

協
議
会
」
を
新
た
に
立
ち
上

、
事
務
局
体
制
を
整
え
た
上
で

各
種
事
業
へ
の
取
組
に
着
手
。

の
中
で
、
パ
ノ
ラ
マ
遊
覧
用
圧
雪

キ
ャ
ビ
ン
や
電
動

ア
ク
テ
ィ
ブ
レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
整
備
の
ほ
か
、

事
業
の
骨
格
を
固
め
る
た
め
、
地
域
づ

く
り
の
専
門
家
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
下
、
２
年

目

以
降

の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

運
営

の
指
針
と
な
る
計

画
策
定
を
進

め
て
い
る
。

今
後
は
専
門
家
を
招
い
た
講
演
会
及

び
勉
強
会
の
開
催
わ
住
民
参
加
型
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
に
よ
る
検
討
を

重
ね
、
こ
の
エ
リ
ア
ン
」
し
て
今
後
向
か

い
た
い
未
来
や
タ
ー
ゲ
ツ
ト
像
を
明
確

に
し
た
上
で
、
関
係
者
全
員
で
共
有
す

る
と
と
も
に
、
そ
れ

』ゝノを
実
現
し
て
い

く
た
め
の
具
体
的
な

一
つ
一
つ
の
ア
ク

シ
ョ
ン
を
整
理
し
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

策
定
を
今
年
３
月
中
に
完
成
さ
せ
る

予
定
で
す
。

○
地
域
に
暮
ら
し
働
く
人
々
が
自

分
た
ち
自
身
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
運

営
し
て
い
＜
力
を
身
に
つ
け
る
。

○
地
域
の
支
援
や
魅
力
を
見
つ
め
勒

直
す
こ
と
で
自
ら
の
生
活
、
自
然

環
境
、
観
光
を
調
和
さ
せ
な
が
ら
、

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
行
う

た
め
の
実
効
性
の
高
い
計
画
策
定
。

○
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症

の
影
響
を
受
け
な
が
ら

，

も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
に
お
け
る

準
備
期
と
し
て
、
将
来
を
見
据
え
、

エ
リ
ア
の
関
係
者
が

一
つ
の
チ
ー
ム

と
な
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
運
営
。

迎
え
て
、ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
か
を
議
　
フ
ト
の
事
業
を
戦
略
的
に
展
開
し

ど
の
よ
う
な
政
策
を
考
え
て
い
る
の
か
質
　
一度
に
、
今
和
２
年
６
月
に
エ
リ
ア
内

問
し
ま
し
た
。
特
に
、
こ
の
事
業
は
成
功

一
の
全
関
係
者
と
金
融
機
関
を
含
む

雖

●
■
・●
■

Ｆ

‥

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

１

１

‥

‥

１

１

二

‥

‐

１

１

‥

‐

Ｉ

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

，

‐

‐

‐

‐

‐

‐

Ｌ



待てる買い物は

轟靱量で

感染症対策A0 力右奏願いしますt
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「症状がない」場合

い

受診相談コールセ

資菫)0120-88-0006

ご案内

電話相談

発熱等の患者の診療や検査を行う

「診療0検査医療機関」が診察します。
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等ヽ

電話相談

―舟財癖:炎コールセンター

籠菫)0120-56-7383

厚生労働省「電話瞬拠

i董:猪i0120-56-5653
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<米沢の発展13つ なが了

ヒントt頂きました>≪《碧了フ°■ゞく塀
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東日本大晨災かじ

の高校生y.

教育旅行137.

10年 目t しましたL
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参Å繋彎
公園{ます彗甦膊亦、

ほ轟篭襲ぶ

24時間受付しております。

(土日祝日も含む)

かかりつけ医療機関

6診察券の電話番号

0相談を受けた医療機関

で対庶できないときは

最寄りの対:毅勇酬関

をご案内します。
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